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令和３年度(2021年度)第３回函館市地域包括支援センター運営協議会 会議録 

 

○ 開催日時   令和４年（２０２２年）３月３１日（木） 

 

○ 開催方法   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として，書面開催とした。 

 

〇 議事内容 

（１）地域密着型サービスの運営に関する事項 

ア 地域密着型サービス事業者の指定等について・・・・・・・・・・・・・資料１ 

（２）地域包括支援センターの運営に関する事項 

    ア 第１号介護予防支援事業および指定介護予防支援の業務の一部を委託 

できる指定居宅介護支援事業所の選定について・・・・・・・・・・・・資料２ 

イ 令和３年度（２０２１年度）地域包括支援センター 

  事業評価（国）について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

ウ 令和４年度（２０２２年度）函館市地域包括支援センター 

運営方針について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

 （３）その他 

 

○ 出席委員（１１名）                                

齋藤征人会長，船橋優子副会長，後藤琢委員，川村曜補委員，二本柳美夏委員， 

渡部良仁委員，工藤晃士委員，柏原美之委員，張磨仁委員，村田亮二委員，髙森秀雄委員 

 

○ 意見 

(１) 地域密着型サービスの運営に関する事項 

ア 地域密着型サービス事業者の指定等について 

工藤委員                                        

人員確保が困難で廃止している事業所が複数ある中で，新規事業所が開設されることに矛盾

を感じる部分がある。 

現状は事業所間で職員や利用者を奪い合っている状況であるため，総量規制を検討すべきだ

と考える。  

 

地域包括ケア推進課 石岡主査                                        

 総量規制の対象となる「認知症対応型共同生活介護」，「特定施設入居者生活介護」，「介護老

人福祉施設入所者生活介護」の今期第８期計画における定員は，前期の７期計画から変更して

いないため，新規の公募は予定していないところです。 

総量規制の対象とならない地域密着型サービスについては，今後も介護サービスの利用者数

の総計の増加が続くと推測しており，現状での需給の調整が必要とまでは考えておりません。 

ただ，少子高齢化により，委員のご指摘のとおり，介護分野の人的制約が強くなることが見

込まれることから，介護人材の確保に係る施策をはじめとする，安定した介護制度の構築に係

る各種施策の推進に取り組むこととしております。 

 

髙森委員                                        

事業所一覧表について，各事業所の利用者定員数と月平均利用率を記載していただけると，

実際の稼働状況を確認できるのでお願いしたい。 
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指導監査課 渡辺主査                                        

 各事業所の定員数を記載することは可能ではありますが，それに伴う月平均利用率の算定に

あたっては，毎月の実績を積み重ねた係数を各事業所ごとに把握する膨大な作業が必要とな

り，現実的には対応することが困難であると考えており，あしからずご了承願います。 

 

髙森委員                                        

地域密着型サービス事業者の廃止と休止の理由の中で，「人員確保が困難なため」とある

が，今後，人員確保が苦手な事業者をサポートできる仕組みがあるといいと思う。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                        

 介護人材確保については，地域福祉課において様々な事業に取り組んでいるところでありま

すが，この度のご意見については，市の地域福祉課と共有していきたいと思います。 

 

(２) 地域包括支援センターの運営に関する事項 

ア 第１号介護予防支援事業および指定介護予防支援の業務の一部を委託できる指定居宅介護 

支援事業所の選定について（※） 

張磨委員                                        

 地域包括支援センター社協を除く，９センターで，同一法人のサービス事業者の利用割合が

２０％未満となっており，適切に運営されていると認められる。 

 

髙森委員                                        

 受託事業所および新規受託可能件数の一覧表に，各事業所の定員数を記載していただけると

全体の概要を確認することができると思う。 

 

介護保険課 西田主査                                        

 新規受託可能件数については，当課から居宅介護支援事業所へ報告を依頼することにより，

事業所からお知らせいただいた件数を取りまとめて作成しております。 

 居宅介護支援事業所の介護支援専門員の配置の基準については，「指定居宅介護支援等の事

業の人員及び運営に関する基準」において，利用者の数が３５又はその端数を増すごとに１人

とされていることから，基本的には，介護支援専門員１人につき利用者３５名が基準となりま

す。 

 しかし，これが直ちに定員を示すものではなく，３９人目までは介護報酬である居宅介護支

援費の減額も行われないこととされています。 

 また，要支援１，２の利用者については，２人で１人に換算することとされており，要介護

の利用者と要支援の利用者を何人ずつ受け持つかについては，事業所の裁量に任されておりま

す。 

 そのため，各事業所の定員数をお示しすることは難しいものと考えます。 

 

イ 令和３年度（２０２１年度）地域包括支援センター事業評価（国）について 

張磨委員                                        

地域包括支援センターについては，国から様々な役割を期待され幅広い業務を行っているこ

とから業務量も過大であるため，一律に評価に対応するための事業は実施せず，市とセンター

で必要性を確認したうえで，類似もしくは重複する目的の事業を整理する視点も重要と思われ
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る。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                    

 新規事業につきましては，必ずしも国の評価に対応するために実施するものとはしておら

ず，市とセンターとで十分な協議をしたうえで，必要性があると判断し，自立支援型地域ケア

会議やセルフマネジメント支援を新規に実施するとした経過があるところです。 

なお，類似もしくは重複する目的の事業を整理する視点についてのご指摘は，大変重要なこ

とと認識しており，センターとも共有していきたいと考えております。 

 

髙森委員                                        

 センター職員を対象とした研修会開催の必要性の検討について，コロナ禍により集合形式は

難しい状況ですが，オンデマンド動画を利用したり，Zoom の活用が考えられる。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 ご意見ありがとうございます。 

いただいた意見を参考とし，工夫や検討をしていきたいと考えております。 

 

髙森委員                                        

 医療・介護連携支援センターのホームページを拝見したところ素晴らしい内容でした。事業

間連携を活発に展開していただきたい。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 ご意見ありがとうございます。 

いただいたご意見を，各地域包括支援センターと共有してまいりたいと考えております。 

 

ウ 令和４年度（２０２２年度）函館市地域包括支援センター運営方針について 

齋藤会長                                        

第１層協議体と第２層協議体の有機的な連携が必要である。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 函館市地域包括支援センター運営方針の８ページ，活動内容の「・第２層協議体において，

～」に「第１層協議体と有機的な連携を図りながら」という文章を追記したいと思います。 

 

柏原委員                                        

 「いきいき生活手帳」はとても良い取り組みだと思います。 

記入の難しい方がいたり，書かれたことを活かすための「取りこぼしのないフォロー」を継

続するなどの課題もあると思いますが，せっかく作成したので，十分活用していけるようにお

願いします。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 ご意見ありがとうございます。 

いただいたご意見を，各地域包括支援センターと共有してまいりたいと考えております。 
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張磨委員                                        

専門機関等に引継ことで問題が解決するような単発的な相談ケースについては，積極的に当

該機関への対応を依頼することで，地域包括支援センターの業務負担の軽減を図り，より効果

的に重点取組事項の課題へ取り組めると思うので，今後も一層，専門機関の効果的活用を図っ

てほしい。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 ご意見ありがとうございます。 

いただいたご意見を，各地域包括支援センターと共有してまいりたいと考えております。 

 

船橋委員                                        

 薬剤師との情報交換を行っていると思いますが，職種を超えて地域の支援者との話し合いも

必要かと思う。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 地域包括支援センター連絡協議会では，薬剤師会と懇談会等を実施し情報交換を行っている

ところです。 

また地域の支援者との話し合いも必要というご意見を，各地域包括支援センターと共有して

まいりたいと考えております。 

 

船橋委員                                        

 これからは，地域住民ひとり一人の細やかな情報共有ができたらと思っており，地域で活動

している民生委員，町会関係者，在宅福祉委員と町単位で少人数での情報共有の場が必要と感

じる。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 地域包括支援センターが福祉拠点として機能拡充することに伴い，各センター内には地域の

支援者等が気軽に立ち寄れる場を設置しておりますので，その場を上手く活用して情報共有が

図ることができればと考えております。 

 

髙森委員                                        

 ６ 留意事項の（１）職員の資質向上について，研修計画と同じく，職員個々に対するスー

パービジョンやコーチングの活用も職員の資質，モチベーションの向上となり，センター業

務，強いては地域福祉の向上になると考えます。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 この度，センターが機能拡充するにあたり，新しく入職した職員も一定数おりますので，函

館市地域包括支援センター運営方針の８ページ，６留意事項（１）職員の資質向上について，

「センターは，新しく入職した職員へスーパービジョンを活用し，サポート，指導を行う。」

という文章を追記したいと思います。 

 

（３）その他 

齋藤会長                                        

 第１層の機能の形骸化を懸念している。 
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地域包括ケア推進課 岩島                                     

 ご意見ありがとうございます。 

いただいた意見は第 1 層協議体の市担当者と共有し，活性化が図れるよう検討してまいりた

いと考えております。 

 

船橋委員                                        

 これから，益々地域包括支援センターの果たす役割の重要性が求められます。 

 ともに地域共生社会を目指して頑張りましょう。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 ご意見ありがとうございます。 

いただいたご意見を，各地域包括支援センターと共有してまいりたいと考えております。 

 

髙森委員                                        

 コロナ禍による異常事態において，地域福祉の貢献をしている地域包括支援センターならび

に各事業所の皆さんには感謝申し上げます。 

 これからも，福祉・介護サービスが必要とされる市民への支援をお願いします。 

 

地域包括ケア推進課 岩島                                     

 ご意見ありがとうございます。 

いただいたご意見を，各地域包括支援センターと共有してまいりたいと考えております。 

 


